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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置と通信する端末装置であって、
　前記端末装置が前記基地局装置にフィードバックするプレコーディング行列を示すＰＭ
Ｉを規定するコードブックが、伝送路状況測定用参照信号のアンテナポート数に応じて予
め複数規定されており、
　アンテナポート数に応じて設定される複数の伝送路状況測定用参照信号のうちで、特定
のアンテナポート数のみに対して規定されたコードブックに対応する伝送路状況測定用参
照信号をサポートしているかを、前記端末装置のケイパビリティを示す移動端末ケイパビ
リティ情報を用いて、前記基地局装置に通知する、端末装置。
【請求項２】
　前記特定のアンテナポート数は８である、請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　前記特定のアンテナポート数のみに対して規定されたコードブックは、前記基地局から
設定される送信モードのうち、特定の送信モードが設定された場合のみ用いられる、請求
項１または２に記載の端末装置。
【請求項４】
　前記特定の送信モードは、情報データ信号が最大８レイヤー送信の送信方式である、請
求項３に記載の端末装置。
【請求項５】
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　前記特定のアンテナポート数に対して規定される伝送路状況測定用参照信号は、前記基
地局装置および前記端末装置との間で互いに既知の信号を用いて、アンテナポート間で符
号分割多重および周波数分割多重される、請求項１から４のいずれか１項に記載の端末装
置。
【請求項６】
　端末装置と通信する基地局装置であって、
　前記端末装置が前記基地局装置にフィードバックするプレコーディング行列を示すＰＭ
Ｉを規定するコードブックが、伝送路状況測定用参照信号のアンテナポート数に応じて予
め複数規定されており、
　前記端末装置に対して、前記端末装置のケイパビリティを示す移動端末ケイパビリティ
情報を前記基地局装置に通知するように指示し、
　前記端末装置が前記指示に基づいて通知する移動端末ケイパビリティ情報を受信し、
　前記移動端末ケイパビリティ情報は、アンテナポート数に応じて設定される複数の伝送
路状況測定用参照信号のうちで、特定のアンテナポート数のみに対して規定されたコード
ブックに対応する伝送路状況測定用参照信号をサポートしているかを含む、基地局装置。
【請求項７】
　基地局装置と端末装置が通信する通信システムであって、
　前記端末装置が前記基地局装置にフィードバックするプレコーディング行列を示すＰＭ
Ｉを規定するコードブックが、伝送路状況測定用参照信号のアンテナポート数に応じて予
め複数規定されており、
　前記基地局装置は、
　前記端末装置に対して、前記端末装置のケイパビリティを示す移動端末ケイパビリティ
情報を前記基地局装置に通知するように指示し、
　前記端末装置は、
　前記指示に基づき、アンテナポート数に応じて設定される複数の伝送路状況測定用参照
信号のうちで、特定のアンテナポート数のみに対して規定されたコードブックに対応する
伝送路状況測定用参照信号をサポートしているかを、前記移動端末ケイパビリティ情報を
用いて、前記基地局装置に通知する、通信システム。
【請求項８】
　基地局装置と通信する端末装置の通信方法であって、
　前記端末装置が前記基地局装置にフィードバックするプレコーディング行列を示すＰＭ
Ｉを規定するコードブックが、伝送路状況測定用参照信号のアンテナポート数に応じて予
め複数規定されており、
　アンテナポート数に応じて設定される複数の伝送路状況測定用参照信号のうちで、特定
のアンテナポート数のみに対して規定されたコードブックに対応する伝送路状況測定用参
照信号をサポートしているかを、前記端末装置のケイパビリティを示す移動端末ケイパビ
リティ情報を用いて、前記基地局装置に通知する、通信方法。
【請求項９】
　端末装置と通信する基地局装置の通信方法であって、
　前記端末装置が前記基地局装置にフィードバックするプレコーディング行列を示すＰＭ
Ｉを規定するコードブックが、伝送路状況測定用参照信号のアンテナポート数に応じて予
め複数規定されており、
　前記端末装置に対して、前記端末装置のケイパビリティを示す移動端末ケイパビリティ
情報を前記基地局装置に通知するように指示し、
　前記端末装置が前記指示に基づいて通知する移動端末ケイパビリティ情報を受信し、
　前記移動端末ケイパビリティ情報は、アンテナポート数に応じて設定される複数の伝送
路状況測定用参照信号のうちで、特定のアンテナポート数のみに対して規定されたコード
ブックに対応する伝送路状況測定用参照信号をサポートしているかを含む、通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、通信システムおよび通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ）によるＷＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、ＬＴＥ
－Ａ（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）やＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐ
ｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）のような無線通信シ
ステムでは、基地局および移動端末に、複数の送受信アンテナをそれぞれ備え、ＭＩＭＯ
（Ｍｕｌｔｉ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ　Ｏｕｔｐｕｔ）技術により、高速なデータ伝送
を実現することができる。
【０００３】
　そのような無線通信システムでは、基地局および移動端末間で共に既知の信号で構成さ
れる伝送路状況測定用参照信号を用いることによって、基地局と移動端末との間の伝送路
状況を推定し、その推定結果に基づいて、変調方式および符号化率（ＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌ
ａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ））、空間多重数（レイヤー数、ラン
ク数）、プレコーディング重み（プレコーディング行列、プレコーダ）などを適応的に制
御することで、より効率的なデータ伝送を実現することができる。例えば、非特許文献１
で記載された方法を用いることができる。
【０００４】
　図１１は、基地局１１００から移動端末１１１０へのデータ伝送を行なう下り回線（ダ
ウンリンク、下りリンク）を考えた場合の適応制御を行なう一例を示すブロック図である
。
【０００５】
　基地局１１００では、まず、多重部１１０２において、基地局固有の伝送路状況測定用
参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ－Ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）、パイロット信号、既知信号）を、移動端末１１１０の
ためのデータ信号または他の移動端末宛のデータ信号に多重して、送信アンテナ１１０３
から送信する。移動端末１１１０では、分離部１１１２において、受信アンテナ１１１１
で受信した信号から伝送路状況測定用参照信号を分離する。フィードバック情報生成部１
１１３において、その伝送路状況測定用参照信号に基づいて、フィードバック情報を生成
し、送信アンテナ１１１４から上り回線（アップリンク、上りリンク）を通じて送信する
。基地局１１００では、フィードバック情報処理部１１０５において、受信アンテナ１１
０４が受信した信号から移動端末１１１０が送信したフィードバック情報を識別し、処理
する。適応制御部１１０１では、受信したフィードバック情報に基づいて、移動端末１１
１０に対するデータ信号に適応制御を行なう。
【０００６】
　一方、無線通信システムにおいて、基地局がカバーするエリア内には、様々なケイパビ
リティ（性能、能力）を有する移動端末が存在することになる。そのため、基地局が、移
動端末のケイパビリティ（移動端末ケイパビリティ）を知ることによって、そのような移
動端末を収容することができる。そのような制御方法は、例えば、非特許文献２で記載さ
れた方法を用いることができる。
【０００７】
　図１２は、移動端末から基地局に移動端末ケイパビリティを通知する制御の一例を示す
図である。基地局１２０１は、移動端末１２０２に対して、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）シグナリング等を通じて、移動端末
ケイパビリティ問い合わせ（ＵＥＣａｐａｂｉｌｉｔｙＥｎｑｕｉｒｙ）１２０３を通知
する。移動端末１２０２は、基地局１２０１に対して、ＲＲＣシグナリングを通じて、移
動端末ケイパビリティ情報（ＵＥＣａｐａｂｉｌｉｔｙＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）１２０
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４を通知する。移動端末ケイパビリティ情報は、例えば、非特許文献３で記載された情報
を用いることができる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ；　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓ
ｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙ
ｅｒ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　（Ｒｅｌｅａｓｅ　８）、２００８年１２月、３ＧＰＰ　
ＴＳ　３６．２１３　Ｖ８．８．０　（２００９－９）
【非特許文献２】３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ；　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓ
ｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）　Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　（ＲＲＣ）；　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ
　（Ｒｅｌｅａｓｅ　８），２００９年１２月、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１　Ｖ８．
８．０　（２００９－１２）
【非特許文献３】３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ；　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓ
ｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）　Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅ
ｎｔ　（ＵＥ）　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｃａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓ　（Ｒｅｌｅａ
ｓｅ　８），２００９年９月、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３０６　Ｖ８．５．０　（２００
９－０９）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、従来の通信方式では、複数種類のコードブックによるプレコーディング
行列が規定される場合、移動端末がサポートするコードブックが、基地局と移動端末との
間で共有することができず、適切なプレコーダの指定および適用が困難であり、伝送効率
の向上を妨げる要因となっていた。
【００１０】
　本発明は、上記問題を鑑みてなされたものであり、その目的は、複数種類のコードブッ
クによるプレコーディング行列が規定される基地局と移動端末との間で通信を行う通信シ
ステムにおいて、移動端末がサポートするコードブックを基地局と移動端末との間で共有
することができる端末装置、基地局装置、通信システムおよび通信方法を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　（１）本発明の一態様による端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、前
記端末装置が前記基地局装置にフィードバックするプレコーディング行列を示すＰＭＩを
規定するコードブックが、伝送路状況測定用参照信号のアンテナポート数に応じて予め複
数規定されており、アンテナポート数に応じて設定される複数の伝送路状況測定用参照信
号のうちで、特定のアンテナポート数のみに対して規定されたコードブックに対応する伝
送路状況測定用参照信号をサポートしているかを、前記端末装置のケイパビリティを示す
移動端末ケイパビリティ情報を用いて、前記基地局装置に通知する。
【００１２】
　（２）また、本発明の一態様による端末装置は上記端末装置であって、前記特定のアン
テナポート数は８である。
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【００１３】
　（３）また、本発明の一態様による端末装置は上記端末装置であって、前記特定のアン
テナポート数のみに対して規定されたコードブックは、前記基地局から設定される送信モ
ードのうち、特定の送信モードが設定された場合のみ用いられる。
【００１４】
　（４）また、本発明の一態様による端末装置は上記端末装置であって、前記特定の送信
モードは、情報データ信号が最大８レイヤー送信の送信方式である。
【００１５】
　（５）また、本発明の一態様による端末装置は上記端末装置であって、前記特定のアン
テナポート数に対して規定される伝送路状況測定用参照信号は、前記基地局装置および前
記端末装置との間で互いに既知の信号を用いて、アンテナポート間で符号分割多重および
周波数分割多重される。
【００１６】
　（６）また、本発明の一態様による基地局装置は、端末装置と通信する基地局装置であ
って、前記端末装置が前記基地局装置にフィードバックするプレコーディング行列を示す
ＰＭＩを規定するコードブックが、伝送路状況測定用参照信号のアンテナポート数に応じ
て予め複数規定されており、前記端末装置に対して、前記端末装置のケイパビリティを示
す移動端末ケイパビリティ情報を前記基地局装置に通知するように指示し、前記端末装置
が前記指示に基づいて通知する移動端末ケイパビリティ情報を受信し、前記移動端末ケイ
パビリティ情報は、アンテナポート数に応じて設定される複数の伝送路状況測定用参照信
号のうちで、特定のアンテナポート数のみに対して規定されたコードブックに対応する伝
送路状況測定用参照信号をサポートしているかを含む。
【００１７】
　（７）また、本発明の一態様による通信システムは、基地局装置と端末装置が通信する
通信システムであって、前記端末装置が前記基地局装置にフィードバックするプレコーデ
ィング行列を示すＰＭＩを規定するコードブックが、伝送路状況測定用参照信号のアンテ
ナポート数に応じて予め複数規定されており、前記基地局装置は、前記端末装置に対して
、前記端末装置のケイパビリティを示す移動端末ケイパビリティ情報を前記基地局装置に
通知するように指示し、前記端末装置は、前記指示に基づき、アンテナポート数に応じて
設定される複数の伝送路状況測定用参照信号のうちで、特定のアンテナポート数のみに対
して規定されたコードブックに対応する伝送路状況測定用参照信号をサポートしているか
を、前記移動端末ケイパビリティ情報を用いて、前記基地局装置に通知する。
【００１８】
　（８）また、本発明の一態様による通信方法は、基地局装置と通信する端末装置の通信
方法であって、前記端末装置が前記基地局装置にフィードバックするプレコーディング行
列を示すＰＭＩを規定するコードブックが、伝送路状況測定用参照信号のアンテナポート
数に応じて予め複数規定されており、アンテナポート数に応じて設定される複数の伝送路
状況測定用参照信号のうちで、特定のアンテナポート数のみに対して規定されたコードブ
ックに対応する伝送路状況測定用参照信号をサポートしているかを、前記端末装置のケイ
パビリティを示す移動端末ケイパビリティ情報を用いて、前記基地局装置に通知する。
【００１９】
　（９）また、本発明の一態様による通信方法は、端末装置と通信する基地局装置の通信
方法であって、前記端末装置が前記基地局装置にフィードバックするプレコーディング行
列を示すＰＭＩを規定するコードブックが、伝送路状況測定用参照信号のアンテナポート
数に応じて予め複数規定されており、前記端末装置に対して、前記端末装置のケイパビリ
ティを示す移動端末ケイパビリティ情報を前記基地局装置に通知するように指示し、前記
端末装置が前記指示に基づいて通知する移動端末ケイパビリティ情報を受信し、前記移動
端末ケイパビリティ情報は、アンテナポート数に応じて設定される複数の伝送路状況測定
用参照信号のうちで、特定のアンテナポート数のみに対して規定されたコードブックに対
応する伝送路状況測定用参照信号をサポートしているかを含む。
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【発明の効果】
【００２０】
　この発明によれば、移動端末がサポートするコードブックを基地局と移動端末との間で
共有することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１の実施形態で用いる移動端末ケイパビリティ情報の一例である。
【図２】本発明の第１の実施形態で用いる移動端末カテゴリーの一例である。
【図３】８アンテナポート用の伝送路状況測定用参照信号がマッピングされたリソースブ
ロックペアを示す図である。
【図４】４アンテナポート用の伝送路状況測定用参照信号がマッピングされたリソースブ
ロックペアを示す図である。
【図５】伝送路状況測定用参照信号のポート数に応じて規定するコードブックの一例を示
す図である。
【図６】本発明の第１の実施形態で用いる送信モードの一例を示す図である。
【図７】伝送路状況測定用参照信号のポート数および送信モードに応じて規定するコード
ブックの一例を示す図である。
【図８】本発明の第２の実施形態で用いる移動端末ケイパビリティ情報の一例である。
【図９】下りリンクにおける最大空間多重数に応じて規定するコードブックの一例を示す
図である。
【図１０】移動端末カテゴリーに応じて規定するコードブックの一例を示す図である。
【図１１】基地局１１００から移動端末１１１０へのデータ伝送を行なう下り回線（ダウ
ンリンク、下りリンク）を考えた場合の適応制御を行なう一例を示すブロック図である。
【図１２】移動端末から基地局に移動端末ケイパビリティを通知する制御の一例を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
（第１の実施形態）
　以下、本発明の第１の実施形態について説明する。本第１の実施形態における通信シス
テムは、基地局（基地局装置、送信装置、セル、送信点、送信アンテナ群、送信アンテナ
ポート群、コンポーネントキャリア、ｅＮｏｄｅＢ、第１の通信装置）および移動端末（
端末装置、受信点、受信端末、受信装置、第２の通信装置、受信アンテナ群、受信アンテ
ナポート群、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ））を備える。
【００２３】
　本第１の実施形態における通信システムにおいて、まず、基地局は、移動端末に対して
、移動端末ケイパビリティ問い合わせ（端末装置ケイパビリティ問い合わせ、ＵＥケイパ
ビリティ問い合わせ、ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｅｎｑｕｉｒｙ）を通知し、移動端
末ケイパビリティ情報（端末装置ケイパビリティ情報、ＵＥケイパビリティ情報、ＵＥ　
Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を送信するように指示する。移動端末
は、基地局からの移動端末ケイパビリティ問い合わせに基づいて、基地局に対して、移動
端末ケイパビリティ情報を送信する。
【００２４】
　図１は、本発明の第１の実施形態で用いる移動端末ケイパビリティ情報の一例である。
移動端末ケイパビリティ情報は、移動端末カテゴリー、下りリンク（ＤＬ；Ｄｏｗｎｌｉ
ｎｋ）におけるキャリアアグリゲーション情報、下りリンクにおける最大空間多重数、下
りリンクにおける８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポート、上りリンク（
ＵＬ；Ｕｐｌｉｎｋ）におけるキャリアアグリゲーション情報、上りリンクにおける最大
空間多重数を含んで構成される。
【００２５】
　図２は、本発明の第１の実施形態で用いる移動端末カテゴリーの一例である。移動端末
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カテゴリーは、下りリンクおよび上りリンクにおけるそれぞれの最大データレート、下り
リンクにおける最大空間多重数を含んで構成される。図２で示す移動端末カテゴリーは、
それらのパラメータによって、８つの移動端末カテゴリーで構成される。なお、移動端末
カテゴリー６～８の時、下りリンクにおける最大空間多重数は、移動端末カテゴリーでは
通知せず、図１で示す移動端末ケイパビリティで通知する。
【００２６】
　図１に示す下りリンクおよび上りリンクにおけるキャリアアグリゲーション情報は、そ
れぞれ下りリンクおよび上りリンクにおいて、アグリゲーション（統合、集約）するコン
ポーネントキャリアの数とコンポーネントキャリア毎の周波数帯域幅（システム帯域幅）
との組み合わせで構成され、その移動端末が送受信可能な組み合わせ（パラメータ）が示
される。具体的な情報として、例えば、それぞれの組み合わせに対応したビットマップ形
式の情報や、その移動端末が送受信可能な最大のパラメータを１つ選択する方法などが用
いられることができる。また、コンポーネントキャリアの数と周波数帯域幅はそれぞれ独
立したパラメータとしてもよい。
【００２７】
　図１に示す下りリンクおよび上りリンクにおける最大空間多重数は、その移動端末が下
りリンクおよび上りリンクにおいて送受信可能な最大空間多重数を示す。なお、移動端末
ケイパビリティ情報に示す下りリンクにおける最大空間多重数は、図２に示す移動端末カ
テゴリー６～８の時に用いられる。すなわち、図２に示す移動端末カテゴリー１～５の時
は、移動端末ケイパビリティ情報に示す下りリンクにおける最大空間多重数は通知する必
要がなくなる。なお、図２に示す移動端末カテゴリー１～５の時でも、移動端末は、移動
端末ケイパビリティ情報に示す下りリンクにおける最大空間多重数を通知してもよい。そ
の場合は、基地局は、移動端末ケイパビリティ情報に示す下りリンクにおける最大空間多
重数または移動端末カテゴリーで示す下りリンクにおける最大空間多重数のいずれかを優
先して採用することができる。
【００２８】
　図１に示す下りリンクにおける８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポート
（アンテナポート１５～２２のサポート）は、その移動端末が８アンテナポート用の伝送
路状況測定用参照信号をサポートしているかどうかを示す情報である。なお、アンテナポ
ートは、リソースグリッドとも称される。例えば、その移動端末が８アンテナポート用の
伝送路状況測定用参照信号をサポートする場合、８アンテナポート伝送路状況測定用参照
信号のサポートは、「１」を示す。また、その移動端末が８アンテナポート用の伝送路状
況測定用参照信号をサポートしない場合、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号の
サポートは、「０」を示す。
【００２９】
　以下では、移動端末が基地局に対して、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号の
サポートを通知することによる効果を説明する。
【００３０】
　図３は、８アンテナポート用の伝送路状況測定用参照信号がマッピングされたリソース
ブロックペアを示す図である。図３は基地局のアンテナポート数（ＣＳＩポート数）が８
のときの伝送路状況測定用参照信号がマッピングされる場合を示している。また、図３は
１つのサブフレーム内の２つのリソースブロックを表しており、１つのリソースブロック
ペアが構成されている。１つのリソースブロックは周波数方向に１２のサブキャリアと時
間方向に７のＯＦＤＭシンボルで構成される。１つのＯＦＤＭシンボルのうち、それぞれ
のサブキャリアは、リソースエレメントとも称される。それぞれのサブフレームのうち、
時間方向に前後の７つのＯＦＤＭシンボルはそれぞれスロットとも称される。
【００３１】
　ここで、リソースブロックは、通信システムが用いる周波数帯域幅（システム帯域幅）
に応じて、その数を変えることができる。例えば、６～１１０個のリソースブロックが用
いられることができ、さらに、キャリアアグリゲーション（周波数アグリゲーション）に
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より、全システム帯域幅を１１０個以上にすることも可能である。通常コンポーネントキ
ャリアは１００リソースブロックで構成し、コンポーネントキャリア間にガードバンドを
はさんで、５個のコンポーネントキャリアで、全システム帯域幅を５００リソースブロッ
クにすることができる。これを、帯域幅で表現すると、例えば、コンポーネントキャリア
は２０ＭＨｚで構成し、コンポーネントキャリア間にガードバンドをはさんで、５個のコ
ンポーネントキャリアで、全システム帯域幅を１００ＭＨｚにすることができる。
【００３２】
　図３の色付けしたリソースエレメントのうち、ＣＤＭグループ番号１～２のデータ信号
復調用参照信号をそれぞれＤ１～Ｄ２、ＣＤＭグループ番号１～４の伝送路状況測定用参
照信号をそれぞれＣ１～Ｃ４と表している。さらに、それらの参照信号をマッピングした
リソースエレメント以外のリソースエレメントに、情報データ信号または制御情報信号が
マッピングされる。
【００３３】
　伝送路状況測定用参照信号は、それぞれのＣＤＭグループにおいて、２チップの直交符
号（Ｗａｌｓｈ符号）が用いられ、それぞれの直交符号にＣＳＩポート（伝送路状況測定
用参照信号のポート（アンテナポート、リソースグリッド））が割り当てられ、２ＣＳＩ
ポート毎に符号分割多重（ＣＤＭ；Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉ
ｎｇ）される。さらに、それぞれのＣＤＭグループが周波数分割多重される。４つのＣＤ
Ｍグループを用いて、ＣＳＩポート１～８（アンテナポート１５～２２）の８アンテナポ
ートの伝送路状況測定用参照信号がマッピングされる。例えば、伝送路状況測定用参照信
号のＣＤＭグループＣ１は、ＣＳＩポート１および２（アンテナポート１５および１６）
の伝送路状況測定用参照信号をＣＤＭし、マッピングされる。伝送路状況測定用参照信号
のＣＤＭグループＣ２は、ＣＳＩポート３および４（アンテナポート１７および１８）の
伝送路状況測定用参照信号をＣＤＭし、マッピングされる。伝送路状況測定用参照信号の
ＣＤＭグループＣ３は、ＣＳＩポート５および６（アンテナポート１９および２０）の伝
送路状況測定用参照信号をＣＤＭし、マッピングされる。伝送路状況測定用参照信号のＣ
ＤＭグループＣ４は、ＣＳＩポート７および８（アンテナポート２１および２２）の伝送
路状況測定用参照信号をＣＤＭし、マッピングされる。
【００３４】
　基地局のアンテナポート数が８の場合、情報データ信号または制御情報信号のレイヤー
数（ランク数、空間多重数、ＤＭＲＳポート数）は最大８とすることができ、例えば、情
報データ信号のレイヤー数を２、制御情報信号のレイヤー数を１とすることができる。デ
ータ信号復調用参照信号は、それぞれのＣＤＭグループにおいて、レイヤー数に応じて、
２チップまたは４チップの直交符号が用いられ、２レイヤーまたは４レイヤー毎にＣＤＭ
される。さらに、それぞれのＣＤＭグループが周波数分割多重される。２つのＣＤＭグル
ープを用いて、ＤＭＲＳポート１～８（アンテナポート７～１４）の８レイヤーのデータ
信号復調用参照信号がマッピングされる。
【００３５】
　図４は、４アンテナポート用の伝送路状況測定用参照信号がマッピングされたリソース
ブロックペアを示す図である。図４は基地局のアンテナポート数が４のときの伝送路状況
測定用参照信号がマッピングされる場合を示している。
【００３６】
　図４の色付けしたリソースエレメントのうち、ＣＤＭグループ番号１～２のデータ信号
復調用参照信号をそれぞれＤ１～Ｄ２、ＣＤＭグループ番号１～２の伝送路状況測定用参
照信号をそれぞれＣ１～Ｃ２と表している。さらに、それらの参照信号をマッピングした
リソースエレメント以外のリソースエレメントに、情報データ信号または制御情報信号が
マッピングされる。
【００３７】
　伝送路状況測定用参照信号は、それぞれのＣＤＭグループにおいて、２チップの直交符
号（Ｗａｌｓｈ符号）が用いられ、それぞれの直交符号にＣＳＩポートが割り当てられ、
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２ＣＳＩポート毎にＣＤＭされる。さらに、それぞれのＣＤＭグループが周波数分割多重
される。２つのＣＤＭグループを用いて、ＣＳＩポート１～４（アンテナポート１５～１
８）の４アンテナポートの伝送路状況測定用参照信号がマッピングされる。例えば、伝送
路状況測定用参照信号のＣＤＭグループＣ１は、ＣＳＩポート１および２（アンテナポー
ト１５および１６）の伝送路状況測定用参照信号をＣＤＭし、マッピングされる。伝送路
状況測定用参照信号のＣＤＭグループＣ２は、ＣＳＩポート３および４（アンテナポート
１７および１８）の伝送路状況測定用参照信号をＣＤＭし、マッピングされる。
【００３８】
　基地局のアンテナポート数が４の場合、情報データ信号または制御情報信号のレイヤー
数は最大４とすることができる。データ信号復調用参照信号は、それぞれのＣＤＭグルー
プにおいて、レイヤー数に応じて、２チップの直交符号が用いられ、２レイヤー毎にＣＤ
Ｍされる。さらに、それぞれのＣＤＭグループが周波数分割多重される。２つのＣＤＭグ
ループを用いて、ＤＭＲＳポート１～４（アンテナポート７～１０）の４レイヤーのデー
タ信号復調用参照信号がマッピングされる。
【００３９】
　また、基地局は、アンテナポート数が１または２のときの伝送路状況測定用参照信号を
送信することができる。１アンテナポート用または２アンテナポート用の伝送路状況測定
用参照信号は、図３または図４で示す伝送路状況測定用参照信号のＣＤＭグループＣ１を
用いて、送信することができる。
【００４０】
　移動端末は、基地局が送信する伝送路状況測定用参照信号を用いて、基地局と移動端末
間の伝送路状況を測定し、基地局の移動端末に対する適応制御を実現するためのフィード
バック情報を生成し、基地局にフィードバック（通知）する。
【００４１】
　特に、移動端末は、フィードバック情報として、基地局が移動端末宛の情報データ信号
に対してプレコーディング処理を行うためのプレコーディング行列を生成できる。プレコ
ーディング処理は、基地局が移動端末に対して、情報データ信号を最適に送信するために
行われる。例えば、プレコーディング処理は、移動端末が空間多重された情報データ信号
を分離しやすくするためや、移動端末が受信する情報データ信号の受信電力（ＳＮＲ；Ｓ
ｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｎｏｉｓｅ　ｐｏｗｅｒ　Ｒａｔｉｏ、ＳＩＮＲ；Ｓｉｇｎａｌ　ａ
ｎｄ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｔｏ　Ｎｏｉｓｅ　ｐｏｗｅｒ　Ｒａｔｉｏ）を最適
（最大）にするため等の目的として行われることができる。
【００４２】
　また、移動端末がフィードバックするフィードバック情報のオーバーヘッドを削減する
ために、プレコーディング行列は予めコードブックとして規定され、基地局と移動端末間
で共有されることができる。これにより、移動端末は、規定されたコードブックから最適
なプレコーディング行列を選択し、そのインデックスをＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍ
ａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）としてフィードバックすることができる。
【００４３】
　さらに、そのコードブックは、複数規定されることができる。例えば、コードブックは
、伝送路状況測定用参照信号のポート数に応じて、規定されることができる。図５は、伝
送路状況測定用参照信号のポート数に応じて規定するコードブックの一例を示す図である
。伝送路状況測定用参照信号のポート数が１、２または４の時は、コードブック１（第１
のコードブック）が用いられる。伝送路状況測定用参照信号のポート数が８の時は、コー
ドブック２（第２のコードブック）が用いられる。
【００４４】
　このとき、それぞれのコードブックは、様々な目的や理由で規定することができる。例
えば、コードブック１は、伝送路状況測定用参照信号のポート数が１、２または４で運用
される無線通信システム（例えば、ＬＴＥ）への後方互換性を保つために、その無線通信
システムで規定されているコードブックを再利用することができる。コードブック２は、
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伝送路状況測定用参照信号のポート数が１、２または４で運用される無線通信システムへ
の後方互換性を考慮する必要のない無線通信システムで規定されるコードブックを用いる
ことができる。また、例えば、コードブック１は、ＳＵ－ＭＩＭＯ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｕｓ
ｅｒ－ＭＩＭＯ）に最適なコードブックで規定することができる。コードブック２は、さ
らにＭＵ－ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ－ＭＩＭＯ）あるいは高ランクのＳＵ－ＭＩ
ＭＯに最適なコードブックで規定することができる。
【００４５】
　ここで、無線通信システムにおいて複数種類のコードブックが規定されている場合、具
体的には、図５で示すように、伝送路状況測定用参照信号のポート数に応じてコードブッ
クを規定する場合、移動端末は、規定された全てのコードブックを保持しておく必要があ
る。すなわち、移動端末は、その移動端末が受信可能な伝送路状況測定用参照信号の最大
ポート数に関わらず、規定された全てのコードブックを保持しておく必要がある。
【００４６】
　そのため、移動端末は、移動端末ケイパビリティ情報として、８アンテナポート伝送路
状況測定用参照信号のサポートを基地局に通知することにより、そのような課題を解決す
ることができる。すなわち、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号をサポートしな
い移動端末は、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポートを「０」として通
知することにより、図５で示したコードブック２を保持する必要がなくなり、コードブッ
ク１のみを保持することができる。そのため、その移動端末の記憶容量が削減でき、その
移動端末の処理が軽減できる。さらに、基地局は、その移動端末を含む移動端末のスケジ
ューリング処理およびハンドオーバ処理を軽減させることができる。
【００４７】
　また、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号をサポートする移動端末は、８アン
テナポート伝送路状況測定用参照信号のサポートを「１」として通知する。このとき、そ
の移動端末は、コードブック１およびコードブック２を保持することが好ましいが、コー
ドブック２のみを保持してもよい。
【００４８】
　基地局は、移動端末から８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポートが「０
」として通知された場合、その移動端末に対しては最大８レイヤー送信の送信方式以外の
送信方式（送信モード）を設定することができる。例えば、基地局は、その移動端末に対
して、伝送路状況測定用参照信号のポート数が１、２または４で運用される無線通信シス
テムで用いられる送信方式（送信モード）を設定することができる。
【００４９】
　また、基地局は、移動端末から８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポート
が「１」として通知された場合、その移動端末に対しては最大８レイヤー送信の送信方式
も含めた送信方式（送信モード）を設定することができる。
【００５０】
　図６は、本発明の第１の実施形態で用いる送信モードの一例を示す図である。図６に示
す送信モードのうち、ＰＭＩをフィードバックする送信モード４、５、６および８は、コ
ードブック１のみが用いられ、送信モード９は、コードブック１またはコードブック２が
用いられる。また、それぞれの送信モードに対応した制御情報信号のフォーマット（ＤＣ
Ｉ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）フォーマット）が規
定されている。なお、送信モード９は、コードブック２のみが用いられるように規定して
もよい。
【００５１】
　このとき、基地局は、移動端末から８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポ
ートが「０」として通知された場合、その移動端末に対しては送信モード１～８のいずれ
かを設定することができる。
【００５２】
　なお、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポートは、移動端末カテゴリー
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に応じて、通知される場合と通知されない場合を切り替えることもでき、例えば、移動端
末カテゴリーが１～７の場合のみ通知されるようにしてもよい。
【００５３】
　また、基地局は、移動端末から８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポート
が「１」として通知された場合、その移動端末に対しては送信モード１～９のいずれかを
設定することができる。
【００５４】
　さらに、伝送路状況測定用参照信号のポート数に加えて、送信モードにも応じてコード
ブックを規定することができる。図７は、伝送路状況測定用参照信号のポート数および送
信モードに応じて規定するコードブックの一例を示す図である。図６に示す送信モードの
うち、ＰＭＩをフィードバックする送信モード４、５、６および８の場合、コードブック
１を用いる。送信モード９において、伝送路状況測定用参照信号のポート数が１、２およ
び４の場合、コードブック１を用い、伝送路状況測定用参照信号のポート数が８の場合、
コードブック２を用いる。また、移動端末ケイパビリティ情報は、８アンテナポート伝送
路状況測定用参照信号のサポートに加えて、送信モード９のサポートとして、送信モード
９をサポートしているかどうかを示す情報を含めてもよい。さらに、それぞれの制御情報
はジョイントコーディングして、そのインデックスを制御情報としてもよい。また、移動
端末ケイパビリティ情報は、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポートに代
えて、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号および送信モード９のサポートとして
、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号が受信可能であり、さらに送信モード９を
サポートしているかどうかを示す情報を含めてもよい。さらに、８アンテナポート伝送路
状況測定用参照信号および送信モード９のサポートは、基地局の伝送路状況測定用参照信
号のポート数に応じて、通知される場合と通知されない場合を切り替えることもでき、例
えば、基地局の伝送路状況測定用参照信号のポート数が８の場合のみ通知されるようにし
てもよい。
【００５５】
　なお、移動端末ケイパビリティ情報は、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号の
サポートに代えて、送信モード９のサポートとして、送信モード９をサポートしているか
どうかを示す情報を含めてもよい。さらに、送信モード９のサポートは、基地局の伝送路
状況測定用参照信号のポート数に応じて、通知される場合と通知されない場合を切り替え
ることもでき、例えば、基地局の伝送路状況測定用参照信号のポート数が８の場合のみ通
知されるようにしてもよい。
【００５６】
　なお、移動端末ケイパビリティ情報は、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号の
サポートに代えて、ＤＣＩフォーマット１Ｃのサポートとして、ＤＣＩフォーマット１Ｃ
をサポートしているかどうかを示す情報を含めてもよい。さらに、ＤＣＩフォーマット１
Ｃのサポートは、基地局の伝送路状況測定用参照信号のポート数に応じて、通知される場
合と通知されない場合を切り替えることもでき、例えば、基地局の伝送路状況測定用参照
信号のポート数が８の場合のみ通知されるようにしてもよい。
【００５７】
　なお、移動端末ケイパビリティ情報は、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号の
サポートに代えて、コードブック２のサポートとして、コードブック２をサポートしてい
るかどうかを示す情報を含めてもよい。さらに、コードブック２のサポートは、基地局の
伝送路状況測定用参照信号のポート数に応じて、通知される場合と通知されない場合を切
り替えることもでき、例えば、基地局の伝送路状況測定用参照信号のポート数が８の場合
のみ通知されるようにしてもよい。
【００５８】
　なお、移動端末ケイパビリティ情報は、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号の
サポートに代えて、伝送路状況測定用参照信号の最大受信可能ポート数（フィードバック
情報生成可能な最大ポート数）を含めてもよい。さらに、伝送路状況測定用参照信号の最
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大受信可能ポート数は、基地局の伝送路状況測定用参照信号のポート数に応じて、通知さ
れる場合と通知されない場合を切り替えることもでき、例えば、基地局の伝送路状況測定
用参照信号のポート数が８の場合のみ通知されるようにしてもよい。
【００５９】
　なお、以上の説明では、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポートは、移
動端末ケイパビリティ情報として通知していたが、これに限定するものではない。例えば
、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポートは、移動端末カテゴリーに含め
て通知してもよい。また、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポートは、Ｐ
ＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）や
ＲＲＣシグナリングを通じて送信する制御情報信号や情報データ信号等に含めて通知する
こともできる。
【００６０】
　なお、以上の説明では、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポートは、独
立した制御情報として通知していたが、その他の制御情報と合成した制御情報を規定し、
すなわちジョイントコーディングして、そのインデックスを示す情報を制御情報として、
通知することもできる。例えば、８アンテナポート伝送路状況測定用参照信号のサポート
は、移動端末カテゴリー、下りリンクにおけるキャリアアグリゲーション情報、下りリン
クにおける最大空間多重数、下りリンクにおける８アンテナポート伝送路状況測定用参照
信号のサポート、上りリンクにおけるキャリアアグリゲーション情報、上りリンクにおけ
る最大空間多重数、下りリンクおよび上りリンクにおけるそれぞれの最大データレート、
送信モード、ＤＣＩフォーマット等とジョイントコーディングして通知することもできる
。
【００６１】
　以上のように、移動端末が、その移動端末によってサポートされるコードブックを、複
数のコードブックで規定されるプレコーダを有する基地局に、移動端末ケイパビリティ情
報等を通じて、明示的（エクスプリシット）に通知することにより、その移動端末の記憶
容量が削減でき、その移動端末の処理が軽減できる。さらに、基地局は、その移動端末を
含む移動端末のスケジューリング処理およびハンドオーバ処理を軽減させることができる
。
（第２の実施形態）
　以下、本発明の第２の実施形態について説明する。本第２の実施形態における通信シス
テムは、本発明の第１の実施形態における通信システムと同様に、基地局および移動端末
を備える。以下では、本発明の第１の実施形態と異なる部分を中心に説明する。
【００６２】
　図８は、本発明の第２の実施形態で用いる移動端末ケイパビリティ情報の一例である。
移動端末ケイパビリティ情報は、移動端末カテゴリー、下りリンクにおけるキャリアアグ
リゲーション情報、下りリンクにおける最大空間多重数、上りリンクにおけるキャリアア
グリゲーション情報、上りリンクにおける最大空間多重数を含んで構成される。
【００６３】
　本第２の実施形態では、図８で示す移動端末ケイパビリティ情報の一部に関連付けるこ
とによって、その移動端末がサポートするコードブックは、インプリシット（黙示的、暗
示的）に通知される。
【００６４】
　例えば、その移動端末がサポートするコードブックは、図８で示す移動端末ケイパビリ
ティ情報の下りリンクにおける最大空間多重数に関連付けて、通知されることができる。
【００６５】
　図９は、下りリンクにおける最大空間多重数に応じて規定するコードブックの一例を示
す図である。下りリンクにおける最大空間多重数が１、２または４の時は、コードブック
１が用いられる。下りリンクにおける最大空間多重数が８の時は、コードブック２が用い
られる。
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【００６６】
　これにより、受信可能な下りリンクにおける最大空間多重数が１、２または４の移動端
末、すなわち、移動端末ケイパビリティで通知する下りリンクにおける最大空間多重数が
１、２または４の移動端末は、コードブック２を保持する必要がなくなり、その移動端末
の記憶容量が削減でき、その移動端末の処理が軽減できる。さらに、基地局は、その移動
端末を含む移動端末のスケジューリング処理およびハンドオーバ処理を軽減させることが
できる。
【００６７】
　また、例えば、その移動端末がサポートするコードブックは、図８で示す移動端末ケイ
パビリティ情報の移動端末カテゴリーに関連付けて、通知されることができる。
【００６８】
　図１０は、移動端末カテゴリーに応じて規定するコードブックの一例を示す図である。
移動端末カテゴリーが１、２、３、４、５、６、７の時は、コードブック１が用いられる
。移動端末カテゴリーが８の時は、コードブック２が用いられる。
【００６９】
　これにより、移動端末カテゴリーが１、２、３、４、５、６、７の移動端末、すなわち
、移動端末ケイパビリティで通知する移動端末カテゴリーが１、２、３、４、５、６、７
の移動端末は、コードブック２を保持する必要がなくなり、その移動端末の記憶容量が削
減でき、その移動端末の処理が軽減できる。さらに、基地局は、その移動端末を含む移動
端末のスケジューリング処理およびハンドオーバ処理を軽減させることができる。
【００７０】
　なお、以上の説明では、下りリンクにおける最大空間多重数または移動端末カテゴリー
に関連付けて、その移動端末がサポートするコードブックはインプリシットに通知される
場合を説明したが、これに限定するものではない。例えば、その移動端末がサポートする
コードブックは、下りリンクにおけるキャリアアグリゲーション情報、下りリンクにおけ
る伝送路状況測定用参照信号のポート数、上りリンクにおけるキャリアアグリゲーション
情報、上りリンクにおける最大空間多重数、下りリンクおよび上りリンクにおけるそれぞ
れの最大データレート、送信モード、ＤＣＩフォーマット等に関連付けて、インプリシッ
トに通知することもできる。
【００７１】
　なお、以上の説明では、移動端末ケイパビリティ情報の一部に関連付けることによって
、その移動端末がサポートするコードブックは、インプリシットに通知される場合を説明
したが、これに限定するものではない。例えば、その移動端末がサポートするコードブッ
クは、移動端末カテゴリー情報の一部に関連付けてもよい。また、その移動端末がサポー
トするコードブックは、ＰＤＣＣＨやＲＲＣシグナリングを通じて送信する制御情報信号
や情報データ信号等に関連付けて通知することもできる。
【００７２】
　以上のように、移動端末が、その移動端末によってサポートされるコードブックを、複
数のコードブックで規定されるプレコーダを有する基地局に、移動端末ケイパビリティ情
報等を通じて、黙示的（インプリシット）に通知することにより、その移動端末の記憶容
量が削減でき、その移動端末の処理が軽減できる。さらに、基地局は、その移動端末を含
む移動端末のスケジューリング処理およびハンドオーバ処理を軽減させることができる。
（第３の実施形態）
　上記第１あるいは第２の実施形態では、１つのセルにおけるコードブック２のサポート
の可否の明示的あるいは黙示的な通知に関して説明した。本発明の第３の実施形態では、
１つの移動端末が、アンテナポート数が互いに異なるセル（基地局）に収容される場合に
おけるコードブック２のサポートの可否の通知およびその後の処理について説明する。
【００７３】
　８アンテナポート用のコードブックであるコードブック２をサポートする移動端末は、
図１に示したように移動端末ケイパビリティ情報を用いて、自身が８アンテナポート用の
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コードブックであるコードブック２をサポートすることを基地局に明示的に通知する。一
方、８アンテナポート用のコードブックであるコードブック２をサポートしない（有しな
い）移動端末は、図１に示したように移動端末ケイパビリティ情報を用いて、自身が８ア
ンテナポート用のコードブックであるコードブック２をサポートしないことを基地局に明
示的に通知する。
【００７４】
　あるいは、８アンテナポート用のコードブックであるコードブック２をサポートする移
動端末は、図８に示したように移動端末ケイパビリティ情報を用いて、自身が８アンテナ
ポート用のコードブックであるコードブック２をサポートすることを基地局に黙示的に通
知する。一方、８アンテナポート用のコードブックであるコードブック２をサポートしな
い（有しない）移動端末は、図１に示したように移動端末ケイパビリティ情報を用いて、
自身が８アンテナポート用のコードブックであるコードブック２をサポートしないことを
基地局に黙示的に通知する。
【００７５】
　基地局が１、２または４アンテナポートでの送信を行う（１、２または４ポートのセル
を張る）基地局である場合、基地局は図７に示したようにコードブック１を用いる送信モ
ードでとしてモード４・５・６・８・９を用いることができる。コードブック２をサポー
トする移動端末およびサポートしない移動端末はともにコードブック１を用いることがで
きるため、基地局は両方の移動端末に対してモード４・５・６・８・９を設定することが
できる。ここで、モード１から８は基本的な送信モードであり、モード９は拡張された送
信モードである。拡張された送信モードは、基本的な送信モードに比べて機能拡張された
送信モードであり、スケジューリングの自由度や制御情報のオーバーヘッドや最大伝送レ
ートなどの点において優れている。
【００７６】
　一方、基地局が８アンテナポートでの送信を行う（８ポートのセルを張る）基地局であ
る場合、基地局は図７に示したようにコードブック１を用いる送信モードでとしてモード
４・５・６・８、およびコードブック２を用いる送信モードでとしてモード９を用いるこ
とができる。基地局は、コードブック２をサポートする移動端末に対してモード４・５・
６・８・９を設定することができる。また、コードブック２をサポートしない移動端末に
対してモード９を設定しないようにする。
【００７７】
　このように、移動端末が、８アンテナポート用のコードブックであるコードブック２の
サポートの可否の明示的あるいは黙示的に通知することにより、コードブック２をサポー
トしない移動端末も１、２または４アンテナポートでの送信を行う基地局においてモード
９を用いることができる。そのため、その移動端末の記憶容量が削減でき、その移動端末
の処理が軽減できる。また、基地局は、効率的なスケジューリングおよびハンドオーバを
行うことができる。
【００７８】
　なお、上記各実施形態における基地局装置の全部または一部、あるいは端末装置の全部
または一部との機能を実現するためのプログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体
に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムに読み込ませ
、実行することにより各部の処理を行ってもよい。なお、ここでいう「コンピュータシス
テム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【００７９】
　また、「コンピュータシステム」は、ＷＷＷシステムを利用している場合であれば、ホ
ームページ提供環境（あるいは表示環境）も含むものとする。
【００８０】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」
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とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送
信する場合の通信線のように、短時間の間、動的にプログラムを保持するもの、その場合
のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一定
時間プログラムを保持しているものも含むものとする。また上記プログラムは、前述した
機能の一部を実現するためのものであっても良く、さらに前述した機能をコンピュータシ
ステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであっても良
い。
【００８１】
　また、基地局装置の全部または一部と、端末装置の全部または一部との機能を集積回路
に集約して実現してもよい。基地局装置、及び端末装置の各機能ブロックは個別にチップ
化してもよいし、一部、又は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手
法はＬＳＩに限らず専用回路、又は汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術
の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回
路を用いることも可能である。
【００８２】
　以上、この発明の実施形態を図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含まれる
。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形態にそ
れぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発明の技
術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果を奏す
る要素同士を置換した構成も含まれる。
【００８３】
　なお、本発明は、以下のようにも表現できる。
【００８４】
　（１）本発明の一態様による端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、前
記複数のコードブックの中から前記端末装置がサポートするコードブックを示す情報を、
前記基地局装置に対して通知することを特徴とする。これにより、基地局は、通知された
情報を用いて効率的なスケジューリングおよびハンドオーバを行うことができる。
【００８５】
　（２）また、本発明の一態様による端末装置は上記の端末装置であって、前記端末装置
がサポートするコードブックを示す情報を、前記基地局装置に対して明示的に通知するこ
とを特徴とする。これにより、少ないコードブックのみをサポートする端末装置の記憶容
量が削減でき、その端末装置の処理が軽減できる。
【００８６】
　（３）また、本発明の一態様による端末装置は上記の端末装置であって、前記端末装置
がサポートするコードブックを示す情報を、前記基地局装置に対して黙示的に通知するこ
とを特徴とする。これにより、少ないコードブックのみをサポートする端末装置の記憶容
量が削減でき、その端末装置の処理が軽減できる。
【００８７】
　（４）また、本発明の一態様による端末装置は上記の端末装置であって、前記端末装置
の通信能力を示す端末装置ケイパビリティ情報により、前記端末装置がサポートするコー
ドブックを示す情報を、前記基地局装置に対して通知することを特徴とする。これにより
、前記端末装置がサポートするコードブックを効率的に通知することができる。
【００８８】
　（５）また、本発明の一態様による基地局装置は、基地局装置と端末装置との間で通信
する通信システムにおける基地局装置であって、前記端末装置から通知される、前記複数
のコードブックの中から前記端末装置がサポートするコードブックを示す情報に基づいて
、送信モードを決定することを特徴とする。これにより、基地局は、効率的な送信モード
を決定することができる。
【００８９】
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　（６）また、本発明の一態様による通信システムは、基地局装置と端末装置との間で通
信する通信システムであって、前記端末装置は、前記複数のコードブックの中から前記端
末装置がサポートするコードブックを示す情報を、前記基地局装置に対して通知し、前記
基地局装置は、前記情報に基づいて、送信モードを決定することを特徴とする。これによ
り、基地局は、効率的な送信モードを決定することができる。
【００９０】
　（７）また、本発明の一態様による通信方法は、基地局装置と通信する端末装置の通信
方法であって、前記複数のコードブックの中から前記端末装置がサポートするコードブッ
クを示す情報を、前記基地局装置に対して通知するステップを含むことを特徴とする。こ
れにより、基地局は、通知された情報を用いて効率的なスケジューリングおよびハンドオ
ーバを行うことができる。
【００９１】
　（８）また、本発明の一態様による通信方法は、基地局装置と端末装置との間で通信す
る通信システムにおける基地局装置の通信方法であって、前記端末装置から通知される、
前記複数のコードブックの中から前記端末装置がサポートするコードブックを示す情報に
基づいて、送信モードを決定するステップを含むことを特徴とする。これにより、基地局
は、効率的な送信モードを決定することができる。
【００９２】
　（９）また、本発明の一態様による通信方法は、基地局装置と端末装置との間で通信す
る通信システムの通信方法であって、前記端末装置は、前記複数のコードブックの中から
前記端末装置がサポートするコードブックを示す情報を、前記基地局装置に対して通知す
るステップを含み、前記基地局装置は、前記情報に基づいて、送信モードを決定するステ
ップを含むことを特徴とする。これにより、基地局は、効率的な送信モードを決定するこ
とができる。
【産業上の利用可能性】
【００９３】
　本発明は、無線基地局装置や無線端末装置や無線通信システムや無線通信方法に用いて
好適である。
【符号の説明】
【００９４】
１１００…基地局
１１０１…適応制御部
１１０２…多重部
１１０３…送信アンテナ
１１０４…受信アンテナ
１１０５…フィードバック情報処理部
１１１０…移動端末
１１１１…受信アンテナ
１１１２…分離部
１１１３…フィードバック情報生成部
１１１４…送信アンテナ
１２０１…基地局
１２０２…移動端末
１２０３…移動端末ケイパビリティ問い合わせ
１２０４…移動端末ケイパビリティ情報
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